
香 川 森 林 管 理 事 務 所
四 国 森 林 管 理 局

香川県仲多度郡まんのう町塩入　柞多尾国有林63林班

令和６年度

（現地検討会）

開 催 日 時：令和 ６ 年 10 月 ８ 日（火）10時30分 ～ 12時00分

開 催 場 所：

「山腹工におけるICTを活用した施工管理」



日 程 表 

時 間 内      容 備  考 

9:30～9:45 
（15 分） 

集合（塩入ふれあいロッジ駐車場） 受付・資料配布 

9:45～10:30 移動 
柞多尾 63 林班（山腹工上方の

林道） 

10:30 開会 場所：山腹工上方の林道 

10:30～10:35 香川森林管理事務所長 挨拶  

10:35～10:45
（10 分） 

日程と工事や ICT（UAV）活用の概要 資料説明と技術者紹介 

10:45～11:30 
（45 分） 

ICT（UAV）活用の実施内容 資料やモニターで説明 

11:30～11:40 
（10 分） 

遠隔臨場等の紹介 資料やモニターで説明 

11:40～11:55 
（15 分） 

意見交換 現地検討 

11:55～12:00 閉会 講評 

注:  ① 現地駐車はスペースが少ないため誘導員の指示に従って下さい。 
    ② ヘルメット、安全靴等、飲物等は各自でご用意下さい。 
    ③ 検討会時間及び内容については、天候や進行状況により変更があります。 
    ④ 現地に簡易トイレを設置しております。 

⑤ 前日の天候等により足元が悪い場合があります。 
⑥ 集合場所への車両駐車：塩入温泉（ロッジ） 

・9：45 まで駐車：20 台程度可）←ロッジ前＆道下の温泉前 
・13:00 まで駐車：10 台程度可）←ロッジ前 
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資 料 一 覧 
 

１．事 業 概 要 等 
      ・工事概要 
      ・工事図面 

・ＩＣＴ（ＵＡＶ）起工測量と出来形管理の概要 
・ＩＣＴ活用と従来手法との比較（人役） 

 

２．ＩＣＴ（ＵＡＶ）活用の実施内容（ＩＣＴ活用事例） 

 

３．遠隔臨場の紹介 
      ・遠隔臨場のデモ運用の結果報告について【安芸森林管理署】 
      ・遠隔臨場の事例【関東森林管理局大井川治山センター】 

  

４．参考資料 
      ・参考資料① 地上レーザー計測：林道モルタル吹付（ＩＣＴ起工測量） 
      ・参考資料② ＵＡＶレーザー計測：林道林業土場（ＩＣＴ出来形管理） 
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事 業 概 要 等 

     

工 事 名：柞多尾（63）復旧治山外 1 工事（明許） 

工事場所：香川県仲多度郡まんのう町塩入 柞多尾国有林 63 林班 

    工  期：令和 6 年 4 月 12 日～令和 6 年 11 月 20 日 

    請負金額：35,035,000 円 

    工事種別：治山・林道工事 

 

    工種数量：山腹工１箇所 

          ・簡易法枠工    888.4m2 

         林道法面保護工等 

  ・モルタル吹付工  908.9m2 

  ・林道ゲート設置工 １箇所 

 

    発 注 者：四国森林管理局 香川森林管理事務所  

 

    受 注 者：大西建設株式会社  

 

    技 術 者：現場代理人：    
          主任技術者：    
          専門技術者：    
          専門技術者：     
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県道丸亀三好4号線

 林道(既設)

 林業専用道

 森林作業道

 公道等

林道（貸付地）

凡　　　例

森林管理道塩入・三野線起

柞多尾６３林業専用道起点

（林道ゲート設置工1.0式）

既　設

設　計

凡　　例

柞多尾（63）復旧治山外１工事 施工箇所位置図
所在地 香川県仲多度郡まんのう町柞多尾国有林63林班

簡易法枠工
888.4m2

モルタル吹付工
908.9m2
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平    面    図

1/1,000(A1)

所　　管

　

年　　度 （　     　）

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号 縮　　尺

（株）森林テクニクス四国支店 設計 照 査

令　和　     　年　度

香　川　森　林　管　理　事　務　所

香川県 仲多度郡 まんのう町 塩入 柞多尾国有林63林班

柞 多 尾 (63) 復 旧 治 山 工 事

設　   　計

計　　   画

既　　   設

凡　　　例

簡易吹付のり枠工（植生基材）5

柞 多 尾 63 林 班
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0
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林道　塩入・三野線
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NO.9

山腹工平面積 0.06ha
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道
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線
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 専

 用
 道

路面排水工(A) L=6.0m

路面排水工(A) L=6.0m

⑤
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年　　度

図 面 名

図面番号 縮　　尺

所　　管

（株）森林テクニクス四国支店 設 計

香　川　森　林　管　理　事　務　所

　

令  和　    　年　度

香川県 仲多度郡 まんのう町 塩入 柞多尾国有林63林班

柞 多 尾 (63) 復 旧 治 山 工 事

施 工 地

（       ）

工 事 名

照 査

1/200(A1)

詳   細   平   面   図

設　   　計

計　　   画

既　　   設

凡　　　例

簡易吹付のり枠工（植生基材）5

NO.6

BP
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SL-2

SR-2

SL-3

SL-4

SR-3

SR-4

SL-6

BP-1

NO.1
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NO.3
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SR-8

NO.8

NO.9

SL-5

SR-5

SR-7

SR-6

650

60
0

610

620

630

640

660

670

680

BM.1 = 661.00m

 簡易吹付のり枠工

（枠内植生基材吹付）

路面排水工(A) L=6.0m

路面排水工(A) L=6.0m

⑤

コンクリートブロック擁壁

コンクリートブロック擁壁

 崩壊地面積 667.75㎡

 山腹工面積 635.90㎡

  斜面整地　888.4㎡

  簡易吹付枠工斜面積

 （枠内植生基材吹付）

　　　　    888.4㎡
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年　　度

図 面 名

縮　　尺図面番号

所　　管

1/200(A1)

（株）森林テクニクス四国支店 設計

山  腹  工  縦  断  面  図

香　川　森　林　管　理　事　務　所

施 工 地

令  和　　　　　年　度

柞 多 尾 (63) 復 旧 治 山 工 事

（　     　）

照 査

工 事 名

香川県 仲多度郡 まんのう町 塩入 柞多尾国有林63林班
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細　目　工　種 単位 数　　　量

法枠工数量表

㎡ 主アンカーピン

補助アンカーピン

φ16mm　L=400mm

φ9mm　L=200mm

１４０㎡

３０本

１５０本

鉄 　筋

使 用 材 料 規　格・寸　法 数　　量

１００．０㎡当り

組　　立　　枠

Ｄ１０

９４個

Ａ

Ａ

ＡＡ

鉄筋

Ｄ１０

Ｄ１６　Ｌ＝７５０

交点アンカー

５
０

１
５
０

１
１
５
０

１
１
５
０

１
１
５
０

３
５
０

３
５
０

３
５
０

３
５
０

１１５０１１５０ １１５０

１
５

０
０

１
５

０
０

１
５

０
０

１５００１５００１５００ １５００

１
１

５
０

１
１

５
０

１
１

５
０

３５０ １１５０ ３５０ ３５０ ３５０ ３５０

３
５

０
３

５
０

３
５

０
３

５
０

交点アンカー

補助アンカーピン（ラス張用）

組立枠

Ｄ１６　Ｌ＝７５０

植生基材吹付

組立枠

主アンカーピン（ラス張用）

φ16　L=400mm

φ9　L=200mm

枠シート

ｍ3

㎡
使用材料は配合表－２を参照

４２．３枚

アンカー(交点) Ｄ16　Ｌ＝750mm ５２本

１８８．８５kg
鉄筋等設置工

枠シート設置工

アンカー設置工

㎡

本

㎡

１００．００

５５．９０

１００．００

５２．００

１００．００

５．２７

鉄筋2本ﾀｲﾌﾟ1500用

菱　形　金　網 φ2.0-50×50目合

菱　形　金　網
φ2.0-50×50目合

菱　形　金　網

φ2.0-50×50目合

鉄筋 D10 植生基材吹付

1
0
0 1
5
0

＃14 50×50

菱形金網

5
0

モルタル吹付

Ａ－Ａ断面

400

330

1
4
0

4
0
0

330

Ｍ型部材模式図

Ｈ＝１４０，Ｗ＝３３０，Ｌ＝４００

350

W=330 H=140 L=400

配　合

配　合

（１．２４ｍ３）

セメント

配合表－１

配合表－２

モルタル吹付材料配合表　（１ｍ3当り）

植生基材配合表　（１００㎡当り）

各種種子

種 別 単位 数　量

kg

kg

メドハギ

イタドリ

枠内植生基材吹付工（種子配合表）
１００㎡当り

0.63

0.25

ヤマハギ kg 0.95

トールフェスク kg 0.18

※上記配合量は吹付ロスを含まない。
※上記種子配合は吹付ロスを含まない。

育成基盤材
（肥料入り）

植生基盤安定剤

協議を要す。

7

多田賢二(TADAKenji)
四角形

多田賢二(TADAKenji)
四角形

多田賢二(TADAKenji)
スタンプ



R5年度

モルタル吹付工 908.9m2　(t=7.0cm)

BP(SP400.0)
EP(SP494.1)

IPNO D A IA R T.L S.L C.L MEMO

1 42.7 138 - 50 41 - 10 20 7.5 1.36 14.4

2 57.2 96 - 41 83 - 20 15 13.3 5.08 21.8

3 46.9 141 - 50 38 - 10 20 6.9 1.16 13.3

4 31.6 164 - 18 15 - 40 65 8.9 0.61 17.8

5 53.4 171 - 47 8 - 15

6 38.1 267 - 14 87 - 15 15 14.3 5.72 22.8

7 41.9 190 - 18 10 - 20

8 31.4 194 - 57 14 - 55

9 71.8 106 - 48 73 - 10 15 11.1 3.68 19.2

10 34.9 226 - 13 46 - 15 20 8.5 1.75 16.1

11 30.3 200 - 26 20 - 25 50 9.0 0.80 17.8

12 34.6 73 - 48 106 - 10 12 16.0 7.98 22.2

13 28.9 195 - 37 15 - 35 50 6.8 0.47 13.6

14 29.8 121 - 30 57 - 40 15 8.4 2.19 15.3

15 37.3 198 - 35 18 - 35 30 4.9 0.40 9.7

16 11.4 165 - 32 14 - 30

歩　　道

等 高 線

針 葉 樹

広 葉 樹

河　　川

測　　点

交 角 点

B M

凡　  例

国有林界

待 避 所

崖

平面図

幅員

香川県仲多度郡まんのう町 柞多尾国有林63林班 

設計年月

幅員規模

図   名

位   置

3.6 ｍ 側  溝  な  し

縮 尺 1/1000

柞多尾（63）復旧治山外1工事名   称 細 別 自動車道

令和 5 年 2月

(18-30)

(153-45)

R=
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R=15
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65

R= 15

R=15

R=
20

R=
50

R=
12
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560.0

580.0
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0

670
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0

6
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BM-1 690.00m(鋲)

BM-3 650.36m(切株・鋲)

BM-2 666.34m(切株・鋲)

平　面　図　1-1

柞多尾国有林 63林班

IP.2

5.
4
21

12.624

14.307

61°12'10"

96°41'20"

22°6'30"

IP.6

92°46'0"

33°52'20"

53°21'40"

7.778

5.
40
3

9.682

IP.2-1

IP.2-2

IP.6-1
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690
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6
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680

64
0

690

66
0
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0
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0
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0

650
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L=6.0m

RC横断溝(30) L=6.3m
袖コンクリート L=5.8m

W=1.0m

路面排水工(A) L=6.0m

路面排水工(A) L=6.0m

退避場

退避場

林
道
　
塩
入
・
三
野
線

至　徳島県

木製吐口保護工
木製路面排水工(A)

勾配警戒標識

L=6.0m木製路面排水工(A)

L=8.0m木製路面排水工(A)

木製吐口保護工

BM-T.2 EL=688.294

BM-S.1 EL=687.968

BM-S.2 EL=684.516

BM-S.4 EL=676.420

BM-S.5 EL=670.258
追加BM

追加BM

追加BM

追加BM

追加BM

（A1横長 S=1/1000）

路面排水工(A) L=5.0m

（ステンレス製車止めピラーH=0.85m、ステンレス製チェーン10.5m)

林道ゲート設置工
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B
P

No
.
1

No
.
2

N
o.
3

N
o.
4

N
o.
5

No
.
６ EP

展開図 S=1:100(A1)　1:200(A3)

No
.3

S
L=
14
.0

SL
=8
.8

SL
=1
0.
7

S
L=
9.
5

S
L=
9.
5

SL
=
11
.
5

S
L=
7
.5

SL
=
7.
6

S
L=
10
.5

20.0 20.0 10.0

5.6 4.4 13.4 6.6

柞多尾(63）復旧治山工事（明許）　法面積数量表

測点400.0～測点494.1

側点 距離 法長 面積

BP(400.0) 0.0 14.0
No.1(420.0) 20.0 8.8 228.0
No.2(440.0) 20.0 10.7 195.0
No.3(450.0) 10.0 9.5 101.0
No.4(BC11) 5.6 11.5 58.8
No.5(460.0) 4.4 7.5 41.8
No.6(Ec.11) 13.4 7.6 101.2
No.7(480.0) 6.6 10.5 59.7
EP(494.1)(MC.12) 14.1 7.0 123.4

計 94.1 908.9

S
L=
7.
0

No
.7 14.1
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標準断面図

吹付材料配合比 （１m3当たり）

工種 セメント 砂 水セメント比 摘要

モルタル吹付工 420kg
(1,680kg)

45～55％ Ｃ：Ｓ＝１：４
1.24m3

ラス張工　100m2当り

菱形金網 140 m2

主ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 30 本

補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 150 本

70

モルタル設計基準強度　θck=18N/mm2

モルタル吹付工 標準施工図　S = 1/20

水抜きパイプ

VU50mm

金　　　　網

φ2mm　網目50×50mm

モルタル吹付

ｔ＝7cm
アンカーピン

φ16×L400mm

補助アンカーピン

φ9×L200mm

スペーサー
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ＩＣＴ起工測量（測点設置） ＩＣＴ起工測量（側線・面積） 
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ＩＣＴ出来形管理（厚層基材吹付前） ＩＣＴ出来形管理（側線・面積） 
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ＩＣＴ出来形管理（3D・基材吹付前） ＩＣＴ出来形管理（計測・面積） 

13



人員 日数 計 人員 日数 計
3人 4日 12人役 3人 1日 3人役
3人 2日 ６人役 2人 1日 2人役

※従来手法の人役数は経験から推測した数値である

起工測量
従来

ICT

出来形計測

従来

ICT

ICT活用と従来手法との比較（作業人役数の違い）

従来手法(人力) ICT（UAV）

起工測量
出来形測量

当工事個所の場合、従来手法での起工測量や出来形測量に相当数の人員や日数を要し
行っていたが、ICT（UAV）技術の活用により安全性を確保するなかで計測作業が容易
とり生産性の向上にもつながったと考えている。

出来形計測の様子

作業内容の比較

…標定点を設置後に飛行プランを作成し、UAVの自動
飛行機能により測量データを取得する。

…トランシット等の測量機械を用いて現地の測量デー
タを取得する。

…３人１組で巻尺等を持ち、三角形状に測量を行い、
測量データを取得する。
…既設の標定点を使用し、UAVの自動飛行機能により
測量データを取得する。
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〇遠隔臨場のデモ運用の結果報告について 

令和６年 1 月 25 日 

安 芸 森 林 管 理 署 

 

 

令和６年１月 19 日 22 日に工事受注者(２社)と遠隔臨場のデモを実施しまし

た。 

 

１．遠隔臨場デモの実施日等 

※Webex：無料でアカウントを作成でき、１会議 40 分まで作成。会議の録画可

(PC はローカル録画で無料、スマホ・タブレットはクラウド録画で有料) 

※Ｇリポート：工事毎もしくは会社ごとにアカウントを作成し、専用端末を使

用する（有料）。 

 

２．実施現場等 

  工事名及び施工場所：久木山(2083)復旧治山工事(明許) 

            高知県安芸郡北川村久木山国有林 2083 林班 

 

  工事名及び施工場所：二ノ谷保安林管理車道改良工事 

            高知県安芸郡馬路村魚梁瀬一ノ谷山国有林 2110林班 

 

２．実施後の意見について 

実施日 意見 

令和６年１月 19 日(金) ・映像、音声ともに良好であった。紅白テープの目

盛もきれいに確認することができた。 

・Wi-Fi の通信範囲(15m 程度)を考慮のうえ、現場

での活用には工夫が必要と感じた。本体を現場近く

に設置や中継機の設置など、手狭な作業空間での配

置に苦慮すると思う。 

・記録する仕様は、県では実施していないので、記

録しない使用にできないか。 

実施日 事業体 使用機器等 

令和６年１月 19 日(金) 湯浅建設（株） 

通信機器（スターリンク） 

撮影・配信機器（Webex） 

受注者【iPhone】、発注者【web】 

令和６年１月 22 日(月) 魚梁瀬産業（有） 

通信機器（スターリンク） 

撮影・配信機器（G リポート） 

受注者【スマホ】、発注者【web】 
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令和６年１月 22 日(月) ・映像が荒く、音声が途切れ、途切れであった。近

接での撮影ではまだ目盛など確認することができ

た。 

・Wi-Fi の通信範囲(20m 程度)を考慮のうえ、現場

での活用には工夫が必要と感じた。本体を現場近く

に設置や中継機の設置など、手狭な作業空間での配

置に苦慮すると思う。 

・録画機能（動画、静止画）あり、利便性がよかっ

た。 

 

３ 写真 

実施日 実施状況 

令和６年 

１月 19 日(金) 

開会式 

 

 

 

執務室での画像確認 

 

 

 

現場（臨場用端末のミラー

リング） 

 

 

意見交換 
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事務所（遠隔臨場 PC 画面

１） 

※キャプション画像（イメ

ージ） 

事務所（遠隔臨場 PC 画面１） 

※キャプション画像（イメー

ジ） 

 

 

 

 

実施日 実施状況 

令和６年 

１月 22 日

(月) 

事務所（遠隔臨場の静止画像

１） 

 

事務所（遠隔臨場の静止画像

２） 

 

遠隔臨場端末 

 

 

 

 

衛星通信機器 
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３次元
起工測量

３次元設計
データ作成 ICT建機施工 ３次元

出来形管理
３次元データ
納品・検査

【工事内容】
• 簡易法枠工(1724.8m2) ・モルタル吹付工(237.1m2)
• BSC吹付工(351.2m2)
【ICT活用内容】
• 遠隔臨場による出来形確認
• 遠隔臨場による完成検査

現場状況
• 現状、監督業務や検査等を行うため現地に赴く必要があるが、現場まで

の移動に相当の時間を要する。
• 各種通信手段を用いて遠隔により監督業務や検査等を行い、移動時間の

短縮及び日程調整を容易にすることを目的として検討した。
• 通信手段として山間へき地でも通信が可能な衛星通信（スターリンク）

を試行した。

導入の決め手

現場の声

写真・図面等写真・図面等写真・図面等

遠隔臨場による完成検査の状況
（現場）

遠隔臨場による完成検査の状況
（関東森林管理局内会議室）

衛星通信アンテナの展開状況

【関東森林管理局大井川治山センター】しずおかけん はいばらぐん かわねほんちょう もとふじかわ

施工箇所 静岡県榛原郡川根本町元藤川地内
工事名 ホーキ薙直轄治山工事（Ｒ４ゼロ国）

【通常】

意見・改善点等悪い点・課題良い点
・アンテナやルーターの設置場所をモノレール等を利用して現場に近
づける

・映像の解像度の改善には機材の更新が必要（タブレット端末などの
スペック強化）

・準備、実施、撤収に手間がかかる
・通信の質が低い（意思疎通が難しい）
・現場における接続状況の確認ができない

・検査日程の調整が容易
・検査職員の負担の軽減（移動時間等）発注者

・完成検査時の遠隔臨場には反対（立会では賛成）
・現場に気遣いながら工事を仕上げているため、検査職員は現場を見
て評価してほしい
・通信問題に課題がなかったとしても、従来通り現場での検査を希望
する

・準備・検査に時間がかかる
・通信や映像に支障がでた
・相手に伝わっているのかわからない
・通信が受信機までの距離や障害物に弱い（中継器の使用で補
えるのか？）

・検査職員の移動など、拘束される時間の
短縮受注者

・全体としては、工種にもよるが積極的に導入すべきかと思う
・ヘルメットに備え付けたカメラ等により全体の状況も確認でき、詳
細が必要な検査項目の工種ででもなければ、問題なしと思う

・数値をカメラで確認した際、数値が読めなかったこともあっ
たことなどから、地形や衛星の状況などで若干検査箇所が限
られてしまうと考えられる

・上記の状況もあることが予想されるので、監督員以外にも必
ず立会者が必要と考えられる

・検査職員は現地に行かず、カメラにより
状況を確認できる。特に大井川治山では、
検査官は局等の職員となるため、遠方で
の検査でも日程が比較的調整しやすい。
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【参考資料①：地上レーザー計測】 

 

 

林道モルタル吹付：起工測量（測点設置） 

林道モルタル吹付：起工測量（側線・面積） 
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【参考資料②：ＵＡＶレーザー計測】
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